
るこうふ

㌢∴∵　幸扁i≡

どこ　■　、

二二ゝ－．∴

■、　　　　　　‾一一、

‾■ヽご‾

‘98自作そりワールドカップ
in奥大山開会式風景
（奥大山スキー場）

2月22日、快晴に恵まれた、奥大山スキー場で、’98自作そり

ワールドカップin奥大山が開催されました。

各チーム自慢のそりが白銀のゲレンデを滑走する姿に、観客は

声援と喝采をおくり、楽しい奥大山の一日を過ごしました。
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疇襲

日野病院の移転新築

こ
れ
薫

日
野
病
院
は
長
ら
く
日
野
都
厚

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
経
営

の
基
に
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
来
ま
し
た

が
、
平
成
六
年
八
月
の
鳥
取
県
西

部
地
区
の
農
協
合
併
に
際
し
、
そ

の
合
併
条
件
と
し
て
自
治
体
移
管

が
浮
上
し
ま
し
た
。
県
立
病
院
と

し
て
の
存
続
を
求
め
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
は
平
成
八
年
三
月
に
県

の
指
導
に
よ
り
日
野
町
、
江
府

町
、
溝
口
町
で
組
織
す
る
三
町
組

合
立
日
野
病
院
と
し
て
再
出
発
し

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
時
か
ら
施
設
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
全
面
改
築
が
再
出
発
の
課

題
で
、
国
県
か
ら
の
財
政
援
助
も

期
待
出
来
る
、
郡
内
三
町
組
合
組

織
（
日
野
病
院
組
合
）
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
病
院
の
経
営
状

況
が
厳
し
い
中
で
改
築
を
計
る
た

め
に
は
、
ま
ず
病
院
が
長
年
に
わ

た
っ
て
健
全
な
経
営
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
県
当
局

か
ら
当
面
経
営
赤
字
を
出
さ
な
い

運
営
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
移
管

●

駐車場の確保も新築にあたっての課題（日野病院駐車場）

後
、
町
民
の
皆
様
・
関
係
者
各
位

の
ご
理
解
に
よ
り
何
と
か
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
的
な

医
療
保
健
制
度
の
動
向
も
影
響

し
、
改
築
も
含
め
た
経
営
の
改
善

を
計
ら
ね
ば
、
地
域
医
療
の
拠
点

と
し
て
存
続
し
て
ゆ
く
こ
と
す
ら

難
し
い
時
期
に
直
面
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
に
入
り
日
野
病
院

組
合
に
お
い
て
改
築
に
向
け
た
病

院
経
営
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。

同和・人権標語「いじめを　ゆるすな　その心」　明倫小3年　瀬島敏啓くん　　　　2
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移
転
新
築
に
つ
い
て

平
成
九
年
度
に
入
り
、
具
体
的

検
討
を
す
す
め
た
結
果
、
国
庫
補

助
を
受
け
て
全
面
改
築
を
は
か
る

上
か
ら
一
定
基
準
（
一
床
当
り
六

〇
が
×
一
一
七
床
×
二
…
延
建
築

面
積
の
二
倍
程
度
の
用
地
確
保
）

●

か
ら
見
て
も
、
駐
車
場
を
確
保
す

れ
ば
、
一
万
五
千
㌦
程
度
必
要
で

あ
り
ま
す
。

現
在
地
は
六
千
二
百
八
十
九
2
m

で
あ
り
、
隣
接
地
の
根
雨
社
会
体

育
館
を
撤
去
し
て
用
地
確
保
す
れ

ば
何
と
か
一
万
2
m
近
く
の
用
地
が

確
保
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
工
事
進
入
路
、
建
築
資
材
置

場
の
確
保
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
き

わ
め
て
困
難
性
が
高
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
特
に
病
院
経
営
を
行
い

な
が
ら
の
全
面
改
築
は
困
難
と
の

見
解
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

日
野
病
院
組
合
議
会
（
日
野
町

議
会
選
出
議
員
五
人
、
江
府
町
議

会
選
出
議
員
二
人
、
溝
口
町
議
会

選
出
議
員
一
人
、
合
計
八
人
の
構

成
）
　
で
も
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
調
査
研
究
さ
れ
報
告
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
要
約
す
れ
ば

「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
医
療
充

実
の
た
め
に
は
相
当
の
用
地
も
必

要
で
移
転
新
築
が
望
ま
し
い
」
と

の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

郡
内
及
び
町
内
利
用
者
の
利
便

性
か
ら
も
敷
地
内
に
バ
ス
停
設
置

も
必
要
条
件
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
事
を
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
、
現
在
地
で
は
な
く
移
転

新
築
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
、

施
設
充
実
に
む
け
た
足
が
か
り
で

あ
る
と
判
断
す
る
次
第
で
す
。

●

地
を
挙
げ
、
検
討
い
た
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、
住
民
各
位
、
地
権

者
の
皆
さ
ん
、
地
域
自
治
会
皆
さ

ん
の
ご
賛
同
を
頂
く
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
①
面
積
が
一
万
五
千
2
m
以
上

確
保
出
来
る
場
所
、
②
医
療
環
境

に
最
も
す
ぐ
れ
た
場
所
（
上
下
水

道
の
完
備
さ
れ
た
場
所
）
、
③
町
民

の
利
便
性
の
高
い
交
通
条
件
、
④

農
地
転
用
の
容
易
性
の
条
件
を
備

え
た
、
現
在
地
に
比
較
的
近
い
野

田
地
区
が
最
適
地
と
判
断
し
、
候

補
地
と
し
て
日
野
病
院
組
合
議
会

や
日
野
町
議
会
と
協
議
の
上
、
野

田
地
区
を
選
定
し
た
次
第
で
す
。

候
補
地
の
選
定

日
野
病
院
組
合
正
副
管
理
者

（
日
野
町
長
、
江
府
町
長
、
溝
口
町

長
、
日
野
町
助
役
の
四
人
で
構

成
）
に
お
い
て
、
数
か
所
の
候
補

移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
九
年
度
～
平
成
十
年
度

（
用
地
購
入
、
基
本
計
画
の
策
定
）

平
成
十
年
度

（
用
地
造
成
、
実
施
設
計
）

平
成
十
一
年
度
～
平
成
十
二
年
度

（
病
院
新
築
工
事
）

平
成
十
三
年
度

（
新
病
院
の
開
院
）

長
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
経
費
を
捻

出
し
て
ゆ
く
訳
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
地
域
に
人
が
住
む
限

り
、
継
続
し
て
健
全
な
運
営
が
出

来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
医
療

体
制
の
強
化
が
一
番
の
課
題
と
な

り
ま
す
。
特
に
現
在
、
職
員
資
質

の
向
上
を
目
標
に
懸
命
な
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
、
一
層
の
利
用
を
頂
け
る

こ
と
が
最
大
の
条
件
で
あ
り
、
日

野
病
院
組
合
内
に
医
療
専
門
家
を

メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
、
「
日
野
病

院
あ
り
方
委
員
会
」
を
設
置
し
、

医
師
の
充
実
、
診
療
科
目
、
病
床

数
、
訪
問
診
療
等
に
つ
い
て
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
皆
様

の
ご
意
見
を
基
調
に
お
き
な
が

ら
、
新
し
い
病
院
の
進
む
べ
き
方

向
に
つ
い
て
ご
提
言
を
頂
き
、
出

来
る
限
り
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
医
療
体
制
の
充
実

移
転
新
築
事
業
は
巨
額
な
投
資

を
必
要
と
す
る
大
事
業
で
あ
り
、

3　　　同和・人権標語「だれもみな　同じ人間　だからなかよし」　江尾小4年　森　淳美さん
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特集　日野病原の膠着薪穿

β脚に」野すさ
アンケ一八敦露紆茅

一施設・設備と医療技術部門の内容充実を望む声－

＼
1
も
．
：
′

回
答
率
は
三
町
で

約
6
2
潔

日
野
町
、
江
府
町
、
溝
口
町
の

全
世
帯
（
四
、
五
五
三
世
帯
）
を

対
象
に
、
日
野
病
院
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。そ
の
結
果
、
三
町
で
二
、
八
二

九
世
帯
（
六
二
・
一
％
）
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
（
江
府
町
は

七
一
・
八
％
の
回
答
）

回
答
者
を
年
代
別
に
見
る
と
、

6
0
歳
代
が
二
九
％
で
一
位
、
続
い

て
7
0
歳
以
上
が
二
四
％
、
50
歳
代

が
二
一
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。入

院
の
3
7
盤
は

日
野
病
原
に
入
院

家
族
を
含
め
て
、
こ
の
三
年
間

に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
と
い
う
問
い
に
、
五
一
％
の

人
が
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
、
入
院
期
間
は
「
二
週
間
～
一

か
月
」
が
二
九
％
と
一
番
多
く
、

次
い
で
「
一
か
月
～
二
か
月
」
が

二
二
％
、
「
一
週
間
～
二
週
間
」
が

一
六
％
の
順
で
し
た
。

病
院
別
で
は
、
日
野
病
院
が
三

七
％
、
山
陰
労
災
病
院
一
七
％
、

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
一

●

七
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て

は
、
「
医
師
が
紹
介
し
た
」
が
二
二

％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
か
か

り
つ
け
」
一
九
％
、
「
家
や
職
場
に

近
い
」
が
一
八
％
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ト

通
院
の
3
0
捗
は

日
野
病
原
を
利
用

家
族
を
含
め
て
、
こ
こ
一
年
間

に
通
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
と
い
う
問
い
に
は
、
八
五
％

の
人
が
通
院
し
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
ま
し
た
。

通
院
し
た
病
院
は
、
日
野
病
院

が
三
〇
％
と
一
番
多
く
、
続
い
て

山
陰
労
災
病
院
九
％
、
鳥
取
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
溝
口
中
央
病

院
が
七
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

その入院する病院を
選ばれた理由は？

手
婚
碓
稲
は

米
子
の
大
き
な
病
院

病
気
に
な
っ
た
と
き
ど
ん
な
医

療
機
関
に
か
か
り
ま
す
か
？
と
い

う
問
い
で
、
「
風
邪
で
高
熱
が
出

た
と
き
」
は
、
近
く
の
医
院
が
五

七
％
、
「
簡
単
な
手
術
を
す
る
と

き
」
　
は
、
日
野
病
院
が
五
一
％
、

そ
の
病
院
を

選
ん
だ
理
由
と

し
て
は
、
「
か
か

り
つ
け
だ
か
ら
」

が
二
八
％
、
「
家

や
職
場
に
近
い

か
ら
」
　
が
二
〇

％
、
「
交
通
が
便

利
だ
か
ら
」
　
が

十
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ここ3年間に入院されたことが
ある方の入院病院は？

「
病
院
で
手
術
が
必
要
と
言
わ
れ

た
と
き
」
は
、
米
子
の
大
き
な
病

院
が
七
三
％
、
「
高
血
圧
や
糖
尿

病
で
入
院
が
必
要
な
と
き
」
　
は
、

米
子
の
大
き
な
病
院
が
五
一
％
、

「
高
血
圧
や
糖
尿
病
で
通
院
が
必

要
な
と
き
」
は
、
日
野
病
院
が
四

三
％
、
「
お
年
寄
り
の
長
期
入
院

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
」
は
、
日

野
病
院
が
五
三
％
と
そ
れ
ぞ
れ
一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。く

れ
る

病
院
を
9
1
潔
が
希
望

地
域
で
必
要
と
思
わ
れ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
は
？
の
問
い
に
、
「
夜

間
な
ど
い
つ
で
も
診
て
く
れ
る
病

院
」
が
九
一
％
、
「
ど
ん
な
病
気
で

も
診
て
く
れ
る
病
院
」
　
が
八
七

同和・人権標語「いじめはだめだ　いじめは人をわるくする」　俣野小4年　藤原　圭輔くん　　4
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日野病院を利用した方で
その印象は？

車
場
が
狭
い
」
、
「
職
員
の
対
応
が

良
く
な
い
」
な
ど
の
回
答
も
あ
り

ま
し
た
。
高
度望

勝
機
を

％
、
「
長
期
入
院
が
必
要
な
お
年

寄
り
を
収
容
で
き
る
病
院
」
が
八

二
％
、
「
高
度
な
治
療
が
で
き
る

病
院
」
が
七
二
％
、
「
在
宅
療
養
の

た
め
訪
問
看
護
等
が
で
き
る
病

院
」
が
七
二
％
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
＼
も
∬
〃
〃
グ

鯛
題
％

日
野
病
院
の
一
年
間
の
利
用
状

況
の
質
問
に
、
「
利
用
し
た
こ
と

が
な
い
」
が
四
八
％
、
「
通
院
し
た

こ
と
が
あ
る
」
が
三
六
％
、
「
入
院

し
た
こ
と
が
あ
る
」
が
一
六
％
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

利
用
し
た
人
の
印
象
と
し
て

は
、
「
家
か
ら
近
か
っ
た
の
で
」
と

い
う
人
が
二
七
％
、
「
医
師
等
が

親
切
」
が
一
八
％
、
「
病
院
内
が
清

潔
で
な
い
」
が
一
三
％
、
「
医
療
機

器
が
充
実
し
て
い
な
い
」
、
「
病
院

が
小
さ
い
」
、
「
医
療
水
準
が
低

い
」
、
「
医
師
が
親
切
で
な
い
」
な

ど
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

日
野
病
院
を
利
用
し
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
「
病
気
を
し
な

か
っ
た
」
が
四
〇
％
、
「
設
備
が
不

十
分
」
、
「
な
ん
と
な
く
不
安
」
が

一
〇
％
、
「
医
師
が
信
頼
で
き
な

い
」
、
「
待
ち
時
間
が
長
い
」
、
「
駐

建
て
替
え
後
の
新
し
い
病
院
の

基
本
的
な
運
営
方
針
は
7
と
い
う

問
い
に
は
、
「
地
域
の
中
核
的
病

院
と
し
て
運
営
し
、
あ
る
程
度
の

赤
字
は
や
む
を
得
な
い
」
と
答
え

た
人
が
四
五
％
、
次
い
で
、
「
救
急

機
能
と
訪
問
看
護
等
外
来
診
療
・

在
宅
医
療
重
視
型
と
し
て
収
支
均

衡
の
と
れ
た
運
営
」
が
四
二
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

日
野
病
院
を
整
備
す
る
に
あ

た
っ
て
充
実
を
希
望
さ
れ
る
こ
と

は
？
と
い
う
問
い
に
、
「
高
度
な

診
断
・
治
療
が
で
き
る
」
が
一
六

％
、
「
一
般
的
救
急
機
能
の
充
実
」

●

が

一

二

％
、
「
重
症

者
の
救
急

医
療
の
充

実
」
　
が
八

％
、
「
予
約

診
療
等
待

時
　
間
対

策
」
、
「
症

状
な
ど
充

分
　
な
　
説

明
」
　
が
六

％
な
ど
と

な
っ
て
い

病院を整備するに当たり
充実を希望される部門は？

病院建て替え後の
新病院の基本的運営方針は？

ま
し
た
。
1
℃
＝
。
〃
〟
〆

。
百
四
針
額
即
望

保
健
医
療
に
つ
い
て
、
困
っ
て

い
る
こ
と
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

二
百
四
十
五
件
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
大
き
く
項
目
的
に
別
け
る
と
、

「
医
師
・
看
護
婦
等
へ
の
要
望
」
が

七
十
一
件
で
、
「
高
度
な
診
断
と

適
切
な
治
療
を
」
、
「
患
者
主
体
の

対
応
を
」
、
「
患
者
が
信
頼
・
安
心

で
き
る
医
師
等
の
充
実
を
」
、
「
職

員
教
育
の
徹
底
を
」
な
ど
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
建
物
・
設
備
の
要
望
」

は
三
十
八
件
あ
り
、
要
望
と
し
て

「
駐
車
場
の
確
保
を
」
、
「
医
療
機

器
の
充
実
を
」
、
「
通
院
バ
ス
の
検

討
を
」
　
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
病
院
機
能
等
へ
の
要

望
」
は
百
一
件
あ
り
、
「
待
時
間
の

短
縮
を
」
、
「
予
約
診
療
の
実
施

を
」
、
「
診
療
科
の
充
実
を
」
、
「
在

宅
医
療
の
充
実
を
」
、
「
検
査
機
能

の
充
実
を
」
な
ど
の
意
見
・
要
望

が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
今
後
は
、
施
設
の
整
備
と
と

も
に
、
医
療
部
門
の
内
容
を
充
実

さ
せ
、
日
野
郡
の
中
核
的
病
院
と

し
て
急
性
期
医
療
を
中
心
と
し
、

あ
わ
せ
て
在
宅
医
療
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

5　　　同和・人権標語「悪口は　言われたその手を　きずつける」　明倫小4年　三輪　佐奈恵さん
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戯柑オリンピック好け
『’98自作そりワールドカップin奥大山』開催

2月22日、江府町の冬の一大イベントとしてすっかり定着した『自

作そりワールドカップin奥大山』（主催：江府町ヤングネットワーク

加藤義也　会長）が、奥大山スキー場で開催されました。第11回

となる今大会は、一般の部に15台、小学生1人乗りの部に23台、小

学生2人乗りの部に16台が出場。

今回から一般の部にタイムレースが復活（前回、前々回はデザイ

ン・パフォーマンス部門のみ）。

スタート合図のカウントダウンが始まると、それまで和やかな雰

囲気だったスタート地点は会話も途切れ、緊張した空気に包まれま

した。まるで長野オリンピック会場のようです。「5・4・3・2・

1・スタート／」合図とともに斜面を滑り降りるアイディア一杯の

色鮮やかなそりに、ゲレンデのスキーヤーやボーダーも滑るのを止

めて声援と喝采をおくっていました。

また、江府町山菜研究グループ（福田昭子　代表）のだんご汁と

JA江府女性会（篠田由紀子　会長）の大山おこわのサービスも大好

評。選手・役員はもちろん一般客にも振るまわれ、奥大山の楽しく

ておいしい1日を過ごすことができました。

戸l●垂下、．＿l≠j．・一

竺－1葺蕪妄

このままオリンピックに出場できそうな見事な出来栄え

『「げSボブスレー」長野オリンピックはもらったぜ／号』

スタート直前に笑顔でガッツポーズ

一劇のガ

最優秀デザイン賞の「タイムマシーンで

バック・トゥ・ザ・フューチャー号」

賞 チ　 ー　 ム　 名 選手名 住所
タ　 イ　 ム 1 位 蘇る け 日和号」ここに参上 磯江　 豊 江府町

2　位 これぞソ リだ「舵取 り号」 磯江富夫 江府町

3　位
「lt■Sボブス レー」

長野が ノンピックはもらったぜ l
遠藤省治 江府町

最優秀デザイン賞
タイムマシー ンでバック・トゥ・ザ

・フューチ ャー号

細田真徳

生田泰人
江府町

優 秀 デ ザ イ ン賞 大山砂防安全 会
前田信博

遠藤光夫
江府町

江　 府　 町　 長　 寅 おっつあん連 がG ET だぜ ！ 紺本忍夫 境港市
江府町議 会議長賞 ボーイング72 7 中原光明 日野町

特 産 品 振 興 会 賞

チームうわへ だけの友情

おめでとうN ipp o［丸
杉原庸功 島根県

チーム鬼太郎
小川智之

長尾 哲也
広島県

翔ぺ 高くN A G A N O O LY M P IC

ごくろうさん号
長恒泰治 岡山県

石 原 菓 子 舗 賞

」H ペ ンギ ンズ 板 山喜－ 米子市
家”下”化 ”野下駄郎 河 田　 学 江府町

チャレンジ 大塚忠行 江府町
上 原 健 康 堂 賞 獅子舞擬 き 遠藤敬一 日野町

〟l学望■7人戻りの一謬

董宴告
小学富2人弄りのj謬

同和・人権標語「なかよしは　とても大事な　たから物」　江尾小4年　森田　友紀くん　　　6
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「食材にこだわりをもって、ここ（米子屋旅館）でしか食べられ

ない味でのおもてなしを心がけています。」と語る江本夫妻

米子屋旅館が

厚生大臣表彰受章

昨
年
の
十
月
二
十
四
日
に
東
京
都
目
白
の
椿

山
荘
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
二
回
食
品
衛
生
表

彰
の
会
（
主
催
　
厚
生
省
・
社
団
法
人
　
日
本
食

品
衛
生
協
会
）
に
お
い
て
、
有
限
会
社
米
子
屋
旅

館
（
江
本
幹
子
　
代
表
取
締
役
）
が
食
品
衛
生
の

改
善
向
上
の
功
績
に
よ
り
食
品
衛
生
優
良
施
設

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
全
国
で
百
六
十
一
施
設
が
受
賞
。

県
下
で
は
米
子
屋
旅
館
だ
け
の
受
賞
で
し
た
。

江
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
　
「
こ
の

た
び
の
受
賞
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
尊
び
を
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●

自
衛
官
募
集
モ
デ
ル

市
町
村
県
外
研
修

二
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
自
衛
官
募
集
モ

デ
ル
市
町
村
の
指
定
を
受
け
て
い
る
江
府
町
の
自

衛
官
募
集
相
談
員
三
人
が
、
県
外
研
修
と
し
て
山

口
県
の
岩
国
基
地
（
海
上
自
衛
隊
第
三
一
航
空
群
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

岩
国
基
地
に
は
水
陸
両
用
機
や
大
型
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
救
難
が
発
生
す
る
と

一
時
間
以
内
に
現
地
へ
直
行
で
き
る
よ
う
に
二
十

四
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
（
平
成
九
年
中

の
救
難
件
数
は
五
〇
六
件
で
五
一
〇
人
）

ま
た
、
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
整
備
も
視
察
。
T

六
四
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

を
受
け
る
な
ど
、
海
難
な
ど
の
人
命
救
助
に
莫
っ

先
に
取
り
組
む
海
上
自
衛
隊
の
活
動
の
一
端
を
知

り
ま
し
た
。

エンジンの説明に耳を傾ける相談員（筒井肇
さん・三輪勲－さん・細田清則さん）の皆さん

「悪い鬼なんかに負けないぞ！」とポーズを決める園児たち

二
月
三
日
の
節
分
の
日
、
子

供
の
国
保
育
園
で
は
、
豆
ま
き

を
行
い
ま
し
た
。

園
児
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で

作
っ
た
鬼
の
面
を
付
け
て
「
鬼

は
そ
と
ー
・
福
は
う
ち
！
」

心
の
中
に
あ
る
弱
虫
鬼
や
泣

き
虫
鬼
を
追
い
出
し
て
元
気
な

よ
い
子
に
な
れ
ま
し
た
。
…
？

同和・人権標語「友情で　暗い気持ちが　ふきとんだ」　米沢小5年　小椋　真紀さん
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第1阿「同和問題
ヽ

小
学
校
の
部
・
優
秀
葺

「
学
校
Ⅱ
」
を
見
て

明
倫
小
五
年
　
船
越
　
弥
紀

一
学
期
の
参
観
日
に
、
「
学
校
Ⅱ
」
と

い
う
映
画
を
見
ま
し
た
。
北
海
道
の
養

護
学
校
で
、
障
害
を
も
っ
た
高
校
生
と
、

先
生
が
主
人
公
で
し
た
。
こ
の
映
画
を

見
て
、
初
め
て
障
害
の
あ
る
人
や
、
養

護
学
校
の
様
子
が
少
し
わ
か
り
ま
し
た
。

ゆ
う
や
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

す
ぐ
さ
わ
い
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
た
か
し
の
あ
の
二
言
で
か
わ
り
ま

し
た
。
ゆ
う
や
は
、
友
達
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
た
か
し
と
い
う
友
達

が
で
き
て
か
ら
、
か
わ
り
ま
し
た
。
と

く
に
、
最
初
と
最
後
は
大
き
く
ち
が
っ

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
自
分
一
人
で

は
行
動
で
き
ず
、
人
の
物
を
投
げ
た
り
、

泣
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
た

か
し
と
仲
よ
く
な
っ
て
か
ら
は
授
業
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
、
勉
強
し
た
り
服
を
き
が
え

た
り
、
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
、

「
こ
れ
が
で
き
て
あ
た
り
ま
え
」

と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し

も
そ
う
で
し
た
。
で
も
、
「
学
校
Ⅱ
」
で

は
、
ゆ
う
や
は
、
ま
だ
一
人
で
ト
イ
レ

に
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
ぐ
覚
え
た

り
、
理
解
で
き
る
け
ど
、
の
う
に
障
害

を
も
つ
人
に
は
、
す
ぐ
に
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
ん
だ
な
。
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
ち
が
う
け
れ
ど
、
わ
た
し
た
ち

は
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
な
ぁ
。
と
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
、
自
分
の
こ
と
を
一
人
で
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
、
き
っ
と

来
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
、
な
い
人

も
、
み
ん
な
同
じ
で
す
。
そ
の
た
め
に

勉
強
を
す
る
の
で
す
。
今
は
、
勉
強
す

る
の
が
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。私
は
、
「
学
校
Ⅱ
」
に
出
て
き
た
よ
う

な
、
障
害
を
も
っ
た
人
に
は
、
実
際
に

出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
私
の
ま
わ
り
に
い
た
ら
、
こ
ま
っ

て
い
る
と
き
に
、
助
け
て
あ
げ
た
い
で

す
。障
害
の
あ
る
人
も
、
自
由
に
生
活
で

き
る
毎
日
に
な
る
よ
う
、
私
に
で
き
る

こ
と
を
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

中
学
校
の
部
・
優
秀
寅

悲
し
い
涙
を
流
す
理
由

江
府
中
三
年
　
澤
田
美
和
子

人
が
涙
を
流
す
時
。
そ
れ
は
感
動
し

た
時
、
つ
ら
い
時
、
う
れ
し
い
時
、
悲

し
い
時
な
ど
。
人
は
色
々
な
時
に
涙
を

流
し
ま
す
。

今
年
の
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
。
今
ま

で
に
も
何
回
か
観
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
十
四
時

間
テ
レ
ビ
で
み
ん
な
が
流
し
て
い
る
涙

は
感
動
の
涙
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

何
か
障
害
を
も
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

を
克
服
し
て
、
何
か
を
や
ろ
う
、
や
り

と
げ
よ
う
と
思
え
ば
誰
だ
っ
て
で
き
る
。

そ
の
こ
と
を
世
間
の
人
達
に
、
一
人
の

人
間
と
し
て
伝
え
る
感
動
が
、
偏
見
の

な
い
、
差
別
な
ん
か
も
な
い
素
晴
ら
し

い
世
の
中
を
作
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
感
動
が
ほ
ん
の
少
し

だ
と
素
晴
ら
し
い
世
の
中
を
ず
っ
と
継

続
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昔
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
人
達
が
部

落
差
別
に
よ
っ
て
死
後
も
差
別
を
受
け

て
い
た
と
い
う
事
実
で
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
人
に
つ
け
る
名
前
「
戒
名
」
　
に
普

通
一
般
に
は
使
わ
れ
な
い
文
字
が
、
被

●

差
別
部
落
の
人
だ
け
に
限
っ
て
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
戒
名
を

「
差
別
戒
名
」
　
と
い
い
ま
す
。

差
別
戒
名
に
は
、
死
者
の
生
前
の

社
会
的
身
分
、
家
柄
、
職
業
な
ど
が

意
図
的
に
く
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
同
じ
人
間
で
あ
り
、
み
ん
な
と

変
わ
る
と
こ
ろ
な
ん
て
何
も
な
い
の

に
、
死
ん
で
か
ら
も
僧
侶
自
ら
が
差

別
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
私

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
差
別
さ
れ
た

者
は
、
死
ん
で
か
ら
も
悲
し
み
の
涙

を
流
し
、
苦
し
ん
で
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
差
別
さ
れ
た
死
者
の
家

族
も
、
き
っ
と
つ
ら
く
悲
し
い
涙
を

流
し
、
苦
し
ん
だ
に
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。
自
分
達
は
何
も
悪
い
事
な

ん
て
し
て
い
な
い
の
に
、
た
だ
被
差

別
部
落
の
者
だ
か
ら
と
い
う
だ
け

で
、
ず
っ
と
い
つ
ま
で
も
差
別
さ
れ

続
け
る
の
で
す
。

悲
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
差
別
戒

名
は
戦
後
も
な
お
続
い
て
い
ま
し

た
。
埼
玉
県
で
は
一
九
八
〇
年
に
、

新
た
に
建
立
さ
れ
た
墓
誌
に
依
然
と

し
て
差
別
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

差
別
戒
名
の
文
字
に
は
、
動
物
を

割
く
、
牛
・
豚
な
ど
の
家
畜
を
殺
す

と
い
う
意
味
や
、
被
差
別
部
落
の
人

達
が
や
っ
て
い
た
仕
事
を
意
味
づ
け

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
、
身
分
の
低
い
人
・
下
品
・
い

や
し
い
・
し
も
べ
な
ど
の
意
味
が
こ

同和・人権標語「一書が　人の心を　きずつける」　明倫小5年　梅林　綾さん
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め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
人
間
に
使
っ
て
は
い
け

な
い
文
字
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と

一
　
を
し
て
別
に
楽
し
く
も
な
い
し
、
何
も

う
れ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
悲
し
い

だ
け
で
す
。
自
分
達
が
し
て
い
る
こ
と

の
愚
か
さ
に
気
付
い
て
い
な
い
人
達
が

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

差
別
戒
名
で
は
う
む
ら
れ
、
死
ん
で

か
ら
も
悲
し
く
つ
ら
い
涙
を
流
し
て
い

る
人
が
い
た
事
実
。

そ
ん
な
つ
ら
い
、
悲
し
い
涙
の
話
は

も
う
聞
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

に
つ
ら
く
悲
し
い
涙
で
も
、
人
々
を
感

動
さ
せ
る
、
そ
ん
な
涙
が
世
の
中
に
広

が
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
も
な
お
、
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る

か
も
し
れ
な
い
人
達
の
為
に
も
、
み
ん

な
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
為
に
も
、
偏
見

も
差
別
な
ん
か
も
な
い
世
界
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

一暇

’第丑樹『国利問
－二・二二鯉　　　　【▼　▲

●差
別
の
芽

江
府
中
一
年
　
妹
尾
　
麻
耶

私
は
今
ま
で
、
「
な
ぜ
差
別
を
す
る

の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
差
別
は
な
く
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
」
　
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。小学
校
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
や

い
じ
め
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
授
業
で
は
い
つ
も
こ
の
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
私
は
、
五
、
六

年
の
時
に
仲
間
は
ず
れ
や
い
や
な
こ
と

を
さ
せ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
そ

の
時
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か

ら
ほ
か
の
人
に
は
こ
ん
な
悲
し
い
差
別

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
つ
も
り
で

し
た
。
中
学
校
へ
入
学
し
、
同
和
問
題
学
習

を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
　
「
差
別
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
　
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
「
い
い

え
」
　
の
方
に
マ
ル
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
授
業
で
　
「
差
別
の
芽
」
に
つ
い
て

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
差
別
の
芽
と
い
う
の
は
、
み
ん
な

の
心
の
中
に
あ
る
。
そ
の
差
別
の
芽
と

い
う
の
は
、
人
と
比
べ
て
安
心
す
る
心

だ。」
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
「
私
の
心
の
中

に
も
差
別
の
芽
が
あ
っ
て
人
を
差
別
し

た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
。
目
を
閉
じ
て
よ
く
考
え
ま

●

し
た
。
す
る
と
、
私
も
い
く
つ
か
「
差
別

を
し
た
」
　
と
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
す
。

プ
ー
ル
の
時
間
に
泳
げ
な
く
て
す
ぐ

足
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
時
、
他
に
も
泳

げ
な
い
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、

「
あ
の
人
よ
り
少
し
多
く
泳
げ
て
い
た
か

ら
ま
あ
い
い
や
」
と
思
い
ま
し
た
。
音
楽

の
時
間
に
は
、
大
声
で
歌
え
な
く
て
居

残
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
「
私
の
方

が
あ
の
人
よ
り
大
き
い
声
で
歌
え
て
い

た
」
と
思
っ
て
、
安
心
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。そ
の
授
業
で
は

「
差
別
の
芽
は
、
早
く
つ
ん
で
し
ま
わ

な
い
と
、
差
別
の
木
に
な
っ
て
花
に

な
っ
て
実
に
な
っ
て
し
ま
う
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
も
し
も
自
分
の

中
に
も
差
別
の
芽
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
な
い
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
差
別
を
し

て
、
多
く
の
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で
は
、
差
別
の
勉
強
を
し
て
「
差

別
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
　
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
の
授
業
の

資
料
は
教
室
の
友
だ
ち
み
ん
な
が
一
人

を
差
別
し
て
し
ま
う
話
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
だ
か
ら
い
つ
も
資
料
の
話
が
頭

に
あ
っ
て
「
自
分
の
ま
わ
り
に
は
、
こ
ん

な
こ
と
は
な
い
か
ら
…
」
と
、
身
近
な
間

題
と
し
て
あ
ま
り
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
「
ど
う
し
て
差

別
を
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
人
が
人
を
差
別
し
傷
つ

け
て
し
ま
う
の
は
、
人
間
は
人
と
く

ら
べ
て
安
心
す
る
心
が
あ
っ
て
人
の

心
が
弱
い
か
ら
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
身
近
な
差
別
の
こ
と
や
差

別
の
芽
の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。私
が
で
き
る
こ
と
は
、
差
別
を
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
差
別
の
芽

の
こ
と
を
話
し
て
注
意
し
た
り
自
分

で
気
づ
い
て
差
別
の
芽
を
早
く
つ
む

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
私
も
心
が
弱
い
人
間
な

の
で
、
途
中
で
ぎ
せ
つ
を
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
意
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
立
派
な
こ
と

で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
私
に
で
き
る

か
分
か
ら
な
く
て
本
当
に
不
安
で

す
。
そ
れ
で
も
、
私
の
よ
う
に
思
っ

た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
も
勇
気
を
出
し
て
悪

い
こ
と
は
悪
い
と
は
っ
き
り
注
意
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
自
分
の
差
別
の
芽
も
つ
ん
で

い
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
幸

せ
に
生
活
で
き
る
世
の
中
を
つ
く
っ

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

同和・人権標語「おい出そう　自分の中の　差別の気もち」　江尾小5年　住田　麻衣さん
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平成9年度　老人医療費中間報告

国保分　　　社保分　一国保分　－社保分
（医療費）　（医療費）　　（件数）

手30，000

日

24，000

18，000

12，000

6，000

●　　0

、、一′【一・一一＿一一　　　J

T■T＝→　　　　　　　　J

（件数）

H9年3月　4月　5月　6月　7月　8月

老人保健法　医療受給者証

市町村番号 2 7 3 1 0 8 4 6

受給者番号 I 2 3 4 5 ら 7

受

給

者

居住地
鳥取県日野都江府町

大音三1尾47摘叱

氏　　名 三1 月　 太 斡

生年月日 柾　 一〇年 ・0月　 一叫 男壌

法第缶条第1項
第2号の認定年月日 年　　 月　　　日

有効期間
．半荘　F年　 4月 l日から

千束　旧年　 3月　3日］まで

発行機関名

及 び 印

江府町長 警鳥取県
雷 雲

護溺

交付年月日 早成　5年　 3月　27日

9月10月

8∞存
）

7∞

6∞

5∞

4∞

3∞

200

100

0

『
老
人
医
療
受
給
書
証
』
を
お
持
ち
の
方
が
、
平
成
九
年
三
月
か
ら
十

月
ま
で
に
受
け
ら
れ
た
医
療
の
件
数
と
医
療
費
の
額
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
で
す
。
一
件
あ
た
り
四
七
、
五
七
〇
円
で
、
ハ
か
月
間
の
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
四
六
一
、
九
六
四
円
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受給者証が更新されます

現在使用中の受給書証の有効期

限は、平成10年3月31日までと

なっています。

3月下旬に、更新手続きを行い

ます。

各部落区長さんを通じて、新し

い資格証との交換により更新とす

る予定ですので、現在の資格証を

確認しておいてください。

くわしいことは、通知や防災無線

で、お知らせします。

老人保健　今月の医療費（12月診療分）

ご
存
じ
で
す
か
？
善
人
保
健
制
度
⑥

対象音数 総医療費 ー人当たり
（人） （10割）（円） 医療費（円）

国　 保 645 3 1，970，192 49，56 6

社　 保 514 23，443，130 45，60 9

計 1，159 55，4 13，322 47，811

同和・人権標語「人と人　心と心　つなげよう」　明倫小5年　藤原　敬史くん
一

10
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命人の動き㊨
1月届（敬称略）

◎お誕生おめでとう

（住所）（氏聖。ろ （性別）（保護者）

佐　川　清水　素弘　男　和也

◎ご結婚を祝します

長岡　真司

河名　明美

宮市

広島県東広島市から

◎ごめい福を祈ります

（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

洲河崎　影山　泰時　77歳　本人

本　一　八加都銀市　92歳　本人

荒　田　井上　柳次　98歳　昭宣

池ノ内　藤原　　勉　80歳　孝志

小江尾　篠田　親雄　80歳　本人

吉　原　天野　都治　97歳　日出男

日ノ詰　津渾つや子　70歳　嘉三

小江尾　篠田　　貿　59歳　本人

白　住　東地ちゑの　80歳　本人

平成10年度分固定資産課税

台帳の縦覧を次のとおり行いま

す。

この機会に土地や家屋の評価

額等を確認してください。

ヽ期　間

3月2日（月）－23日（月）

（土・日曜日は除く）

■時　間

午前8時30分～午後5時

『場　所

江府町役場

平成10年度から一般健康相

談の日程が次のとおり変更にな

ります。

鳥取県では介護福祉士等修学資金の貸与希望者を募集しています。

1　募集人員　　8人

2　応募資格　　次の要件を備えている人とします。

①　介護福祉士または社会福祉士の養成施設等

（以下「養成校」という。）に在学していること。

②　養成校卒業後、鳥取県内の社会福祉施設等

などで介護福祉士または社会福祉士の業務に

従事する意志があること。

③　学校成績優秀で心身ともに健全であること。

3　貸与額等　　①　月額36，000円以内とし、無利子で貸与します。

②　貸与期間は平成9年4月から賛成校を卒業

する月までとし、毎月1月分ずつ貸与します。

4　応募期限　　平成10年3月1日

（郵送の場合は当日の消印有効）

5　問い合わせ先　　愚680－8570　鳥取市東町一丁目220

鳥取県福祉保健部福祉保健課地域福祉係

℡　0857－26－7144・7158

m0857－26－8116
ト／⊥一／＼＼、せ′岬¶＼くヘェ押Wへ一・〆ノノ＼＼こ＿一ノ、）一／〆＼ニ∴＼／＼／＼㌧ノ㌧し一ノ、＼′

知　ら　憶
なお、事業所検診につきまし

ては平成10年度から廃止とな

りますのでご了承ください。

■変更後の日程

毎月第2・4火曜日

（受付時間）

午前8時40分

～午前10時30分

交通事故は加害者、被害者ど

ちらも悲惨なものです。

日本損害保険協会では、不幸

にして事故にあい、困っておら

れる人のために無料で専門の相

談員が相談に応じています。

電話でもかまいませんのでお

気軽に相談ください。

■相談日

毎週月曜日～金曜日

午前9時30分一正午

午後1時～午後4時40分

（祝祭日を除く）

雷弁護士相談日

毎週水曜日

午後1時～午後4時

（予約制）

■相談所

鳥取市今町1－103

住友生命鳥取ビル3階

鳥取自動車保険請求

相談センター

℡0857－24－4233（直通）

11　　世帯数1，225世帯（－1）人口4，347人（－8）男2，042人（－7）女2，305（」）（）は前月比1月禾

＼
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子供の国保育園保母

矢田詠利子さん
（大山町坊領・22歳）

と」））／二＿毒Lr」二」

＊仕事について教えて下さい。
平成8年4月から勤めています。この仕事
は小学校の頃からの夢だったので、子供たち
と一緒に過ごすのがとても楽しいです。

＊どんな保母になりたいですか。
保護者の方とは何でも話せて、子供たちに
とっては恐いけど優しい保母になれたらいい
なと思います。

＊休日の過ごし方は？
友達と買い物やカラオケに行ったりしてい
ますが、これからはスポーツジムに通って体

●　　力をつけようかなと思っています。

＊江府町の印象は？
優しい人が多い町だと思います。

＊理想の男性を教えてくだい。
同じ趣味を持っている人で、優しさの中に
私を引っ張っていってくれる強さを持った人。
芸能人でいうと俳優の保阪尚輝さん。

＊最後に一言どうぞ。
誰か大山町にきてくれる人いませんか？

（大爆笑）　「子ど

⑳

、’噸囁『F

もたちが大好き
です」と話す矢田先生

●
鴨

宮
㌦

小学生の部　優秀作品

明倫小学校5年　船越　弥紀さん

H
J

め
　
絹

h
じ
　
の
ち

l
　
手
樽

l
　
相
気

中学生の部　優秀作品

江府中学校2年　前田　知美さん

発行／江府町役場認㌫諾1照覧ワ野禦罷誓芹喜彗言語　　編集／総務課　印刷／㈱エッグ
この紙は再生紙を使用しています。
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